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開  会 

 

議 長（林 喜美雄君） おはようございます。ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しており

ますので、会議は成立いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

 

開  議  

 

議 長（林 喜美雄君） これより本日の会議を開きます。 

      本日の会議は、お手元に配付いたしました議事日程第２号のとおりであります。 

      議事日程第２号により、議事を進めます。 

──────────────────────────────────────────── 

 

日程第１ 一般質問  

 

通告順序４  ７番 中 島 信 義   １．防災について  

                    ２．ダム完成後の記念行事について  

 

議 長（林 喜美雄君） 日程第１、一般質問を行います。 

      一般質問については、６名の議員より通告がありました。 

      昨日、３名の質問が終了していますので、本日３名の質問を順次許可いたします。 

      まず、７番中島信義君の質問を許可いたします。 

      中島君。 

（７番 中島信義君登壇）  

７ 番（中島信義君） ７番中島信義。議長より許可がおりましたので、通告に従い、一般質問をさ

せていただきます。 

      本日は２件の質問をさせてもらう予定です。 

      まず、１件目については、防災についてということであります。この防災については、

昨日、阿部賢一議員が災害ということで質問をなされていましたので、できるだけ重なら

ないように質問させていただきますが、場合によっては同じ質問になるかと思いますけれ

ども、そのときはよろしく、すみませんがお願いいたします。 

      まず、一口に防災といっても幅が広く、どれを捉えていくというわけにはなかなかいき

ませんが、これからいろいろ調べた内容をちょっと説明させていただきますけれども、そ

んな中から重要性を捉えていければと、そんなふうに思います。 

      このみなかみ町でも発生してもおかしくない自然災害、これについてお伺いしたいと思

います。 

      全国で発生した自然災害事例などを見聞きすると、想定以上、いわゆる想定外という言

葉が出ましたけれども、その大きな災害が発生していて大変胸を痛めております。 
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      つくば市にある防災科学技術研究所が公開している災害年表マップというのが、昨年発

表されました。群馬県下の自然災害事例を見たところ、１９９０年から２０１３年までの

２３年間についてだけちょっと拾ってきました。その中で、群馬県下で約９３件の自然災

害が発生しております。詳細についてはちょっと省きますけれども、地震で３件、この地

震については平成８年、先ほど西暦で言いましたけれども、これは平成３年ということで

いきますが、茨城県の西部地震、また１６年の中越地震、そして１９年の中越沖地震など

が、この群馬県下で若干の被害が出たということで災害マップに載っております。 

      じゃ、その中で台風はどうかということでありますが、台風については、５件の災害事

例があります。平成２年、３年、９年、１０年、２３年です。他の災害については、風水

害、土砂流出、斜面崩壊など割方、規模の小さいというんですかね、余り人身、家屋等に

関係しないような災害と思っていただければと、そんなふうに思います。 

      最近、そういった自然災害について、いろいろメディアも含めて情報が出てきますが、

幾ら科学研究技術が進んでも、災害の予知については限界があると思います。地震、噴火、

台風など全てが自然災害ということでありますけれども、この群馬県、またみなかみ町に

おいては、災害はないだろう、あるいは少ないだろうと、そう思っている方々が多いので

はないのでしょうか。 

      そこで、町長にお伺いしたいと思います。 

      今、若干ご説明させていただきました。自然災害について、それぞれちょっとお伺いし

てみますけれども、地震、噴火、台風、風水害、土砂災害、みなかみ町にはどれが一番と

かいうふうになってきますけれども、発生する可能性についてお伺いしていきますけれど

も、まず、地震についてと噴火、台風まで、この３点についてお伺いしたいと思いますが、

よろしくお願いします。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

（町長 岸 良昌君登壇）  

町 長（岸 良昌君） ただいま中島議員からご質問いただきました。 

      自然災害ということで、今３つに限られたので、ちょっと答弁、どこでどういうふうに

組み立てるか悩んでおりますけれども。 

      まず一番最初にお話がありましたように、群馬県、一般的に自然災害に対して安全であ

るというふうにいわれていると。１つ事例を挙げますと、群馬大学の広域首都圏防災研究

センターの基調講演を聞いたときに、群馬県における防災上の最大の課題は、群馬安全神

話であるというご発言がありました。まさにそういうことだと思います。県民の意識の中

に、群馬は安全、自分は災害に遭わないという感覚がすり込まれているんではないかと、

これは防災意識の向上の上で大きな障害になっているというふうに思われます。 

      この話は昨日もちょっと触れましたけれども、災害というと、皆さん、大地震のことを

考えてしまう。そうすると、大地震については、群馬県は相対的に安全です。そして、群

馬県の中でも、みなかみ町はさらに相対的に安全です。これは客観的事実だというふうに

思っています。そしてもう一つ、群馬県は津波は絶対起きない。これは間違いありません。 

      ということで、今お話で切られた地震雷じゃなくて、地震と噴火と台風というお話です。
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この台風については、設計上の降雨量であるとか年間の頻度であるとか、それは地域によ

って相当違います。したがいまして、台風銀座といわれている九州だとか四国に、ある程

度の台風が来ても被害は小さい。ただし、今年ありましたように、北海道や東北に台風が

来ると、通常の、先ほど想定というお話がありましたけれども、想定というのは行政展開

においてはどうしても必要です。もうこれは中島議員に限らず、全ての議員ご存じのとお

りです。河川の堤防をつくるのに、河川の大きさによって１０年確率の洪水に対して対応

しているところもありますし、３０年確率に対して対応している部分もあると。そして、

大河川で影響の大きいところについては、１００年確率降雨量に対して河川断面ができて

いるといったようなことです。想定をしないと行政展開できないということは事実だと思

っています。 

      そして、被害が生じるということは、もちろん今、国のほうでは自然災害がふえている

ということを踏まえて、この間、地方としても国土強靭化ということで各般の今申し上げ

た想定数値というのを上げた中で想定して対応しているということは事実だと思います。 

      しかし、災害が生じるということは、それ以上のものが来ているということですから、

はっきり申し上げて、全てのことが想定外です。どれに対して対応しようかという行政目

標に対して、それ以上のことは必ず起きます。これを想定外と素直に公務員が説明すると、

メディアにたたかれて、この間、もう数年前から想定外のことであっても、想定外という

言葉を使うこと自体が問題だということになっていると、私は認識しています。 

      したがって、今申し上げた３つの話についてご質問に直接答えますと、最初に申し上げ

たように、地震については、全国平均的な話からすると少ない。台風としましては、先ほ

ど九州、四国、あるいは今回の東北、北海道の話しをしましたけれども、実績として、少

なくともみなかみ町としては台風の被害が実際は少ないというのが現実だろうというふう

に思っています。そして、噴火の話もご指摘がありました。噴火については、一番近いの

は浅間山だと思いますし、嬬恋の村長はいろいろな対策、あるいは国への対策要望という

ことで非常に熱心にやっていらっしゃいます。これについて、浅間山、ほかの休火山をど

う見るかは別にしまして、一番可能性があるのは、みなかみ町に影響があるのは浅間山だ

と思いますけれども。浅間山の噴火でみなかみの被害がゼロだとは申しません。屋根の上

に灰が積もったとか農作物が大変だということはあろうかと思いますけれども、人身事故、

人身災害ということになると、私は何を考えているかというと、嬬恋村に大きな人災的な

被害が出たときに、県経由で応援が頼まれたときにどういう応援をするのかと、これを検

討しておくことが、確率としては一番高いんだろうというふうに思っています。 

      今いろいろ申し上げましたけれども、３つに限っていただいた地震、噴火、台風という

ことになると、相対的には我がみなかみ町では少ないであろうということは事実です。 

      きのう申し上げたように、地震というものが起きたときに甚大な被害がみなかみ町にな

かったとしても、よそで甚大な被害が起きると、生活物資の流通、燃料の枯渇といったよ

うなことで町民生活にも大きな影響があると、このことについては事実だろうというふう

に思っています。 

      ひとまずの３つについては、そのような認識を持っているというお答えで最初のお答え
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にさせていただきます。 

議 長（林 喜美雄君） 中島君。 

（７番 中島信義君登壇）  

７ 番（中島信義君） ただいま町長のほうからるる答弁いただきました。 

      地震あるいは噴火、台風、いろいろなものについては、このみなかみは大変災害が少な

いだろうという認識は、多分町長も私も同じだと思います。 

      過去１０００年、そのいろいろな資料を見た中で、この群馬県で地震で亡くなったのは

たった５人だそうです。記録が多分ないんだと思いますけれども、１９３１年の埼玉県の

西部地震ということで、これが発生しているのが、唯一群馬県で地震による人命災害が起

きたという事例だけです。 

      しかしながら、ここ十数年の間に阪神・淡路大震災から含めて大きな災害が発生してお

ります。東日本大震災については、地震というよりか津波で多くの人命が失われたという

ふうに認識しておりますけれども、もとは地震であります。そういった地震はないだろう

と、来ないだろうということで、安全神話のような中に生活拠点を構えていて実際は被害

に遭っているということであります。 

      その中でこの群馬県、あるいはみなかみ町で一番心配されるのが片品川左岸の断層帯、

これが二十数キロあるわけですけれども、想定される地震は強くて震度６強から震度７の

規模が起きるというふうに想定されています。これは、群馬県の資料の中で拾いました。

片品川の底で震度６強、７が起きれば、当然ここも６弱、あるいは６強に近いような、そ

ういった震度が起きてくる可能性があります。これは一番身近な問題として発生する可能

性とかそういうふうについては、全く私もわかりませんし、この資料に載っていませんけ

れども、これから先、あした起きるのか、１年先になるのか、あるいは１０年、５０年先

になるのかわかりませんけれども、これが全く先ほどから言っている想定外のそういった

自然災害ということで一番懸念しなくてはならないことだと思います。 

      こういった資料があるとするならば、これはある程度、そういったものを身近にそうい

う心配、懸念される、そういうあれがあるんだということを、常にこれから町民に伝えて

おく必要があるんではないかと、そんなふうに思いますが、これについてお願いします。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 先ほど申し上げたことの繰り返しになります。災害というと、地震だという

ことで必ず注目してしまう。したがって、片品川の左岸に断層がある。これは地質学的に

は正しいことだと思いますし、それが動いたらこういう震度が想定できるだろうと、学術

的に分析されることは、これは当然のことだろうと思っています。 

      ただし、みなかみ町の災害を考えるときに、片品川の断層が動いて大変なことになった

らどうしようかということを考えることよりも、大雨が降って裏の土砂が崩れたときに家

はどうなんだと、このほうが１００倍も、１,０００倍も確率高いんです。そのことが必

ず起きるとは言いません。裏の土砂が崩れるということが必ず起きるとは言いません。だ

けれども、そちらの可能性のほうがずっとずっと高いんです。その災害のことを考えずに

して、片品川左岸が揺れたら俺んちどうなるんだろうと考えること自体は、実際の災害に
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対する対応力を弱めると私は思います。それが一番最初に引用させていただいた群馬県の

安全神話というところでご説明させていただいたところでございます。 

      したがって、片品川左岸が地震を起こす確率がゼロではない。１万分の１か１億分の１

か、１億年に１回なのか、１０００年に１回なのか、これは地質学的な話の学術的な話で

す。何とも言いがたいと思いますが、そのことを町民に知らせることが防災力を上げるこ

とだというふうに、私は思いません。 

議 長（林 喜美雄君） 中島君。 

（７番 中島信義君登壇）  

７ 番（中島信義君） 今、町長が土砂災害ということをおっしゃいました。先ほど今、地震、噴火、

台風を３つを区切ってということになりまして、その後にちょっとこの土砂災害という質

問させてもらおうと思ったんですけれども。 

      今言ったように、余り行政に頼らないで自分の身は自分で守る、地域は自分たちで守る

というような、いろいろな講演、講習等でもよく言われて、またそれを我々も地域の話を

するときに、まず自分の身は自分で守りましょうと、そういうことはお話ししているのが

現状だと思います。 

      自然災害を幾ら論じても、我々には限界がありますけれども、しかしながら、そういっ

た部分を少しでも町民の方々へ、皆さんに知らせて、こういうことが起きるんだと、起き

る可能性があるんだということは、これは決してマイナスの部分にはならないかと思いま

す。 

      私も、２２年のときにハザードマップということで質問させてもらった経緯があります。

それで、間もなくつくってあったハザードマップを全戸配布ということになったと、私は

記憶しております。しかし、そのハザードマップ、昨日もそういった災害についての話の

中で、避難所だとかそういう話が出てハザードマップに載っておりますけれども、ハザー

ドマップは、先ほど町長が言ったように風水害、土砂災害というふうに結びついてくるか

と思います。 

      ハザードマップをつくったときというのか、そのハザードマップが今まで町民に余り知

られていなかったということから、その配られたはいいんですが、それじゃ、今ハザード

マップをどういう形で、自分たちで自分たちの生活の中に生かしているかといったら、こ

れは、どうも数字的には余り生きていないかな。要するに、記憶の中にないということで

すね。ああいう１枚の大きな紙面が配られましたけれども、それを張ってあるところは皆

無に近いです、張ってある家は。それを全て回ったわけじゃありませんけれども、そのぐ

らいであります。 

      したがって、そういう災害については、余りこう関心が薄いんではないかというふうに

感じているところであります。 

      そんな中で、先ほど言った地震、噴火、台風については、一応質問のほうはこれで終了

させていただきますが、次に、風水害、土砂災害ということで一番このみなかみに身近に

ある災害ということで、一応質問させていただきます。 

      昨日も、孤立という言葉が、地域の孤立あるいは車の孤立だとかいろいろ話が出ました。
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その孤立、実際我々も経験しております。記憶にないところもあるかもしれませんけれど

も、平成１０年に旧水上で７００ミリ近く多分雨が降ったと思うんですけれども、そのと

きに、鹿野沢以北が一時期孤立したと、一時的というのか１日か２日か多分動けなかった

と記憶しております。そのときに、藤原のゴルフ場でやった数十人が出てきたけれども、

そこから車が通れなくなったので歩いてきたということも聞いております。その歩いてく

るにしても、石ころ、各大小の河川が、水が出て道路にいろいろ土砂が流れ出ている、そ

ういった危険な思いをしながら帰ってきたということもあります。 

      私も、沼田に勤めていて、余り雨が降るので仕事を途中で切り上げて午後の３時ごろ、

沼田を出て帰ったら小日向から先、要するに今、みなかみに消防署があるんですけれども、

あそこから先が行けなくなった。だめなので小日向を回ったら水上駅でとめられて、そこ

から先に行けなくなったということであります。そのときに学校の生徒がどうなったかと

いうことがあって、ちょうど水上駅でたまたま十数人の中学生の生徒がいましたけれども、

その生徒たちも自分の自宅へ帰ることができなかったということになります。家庭に電話

しても車が出られない。また、こっちで、水上駅から奥に行くことができないということ

がありました。それを時間を待ちながら、あちこちでそういった対応策をしている役場職

員、あるいは建設業者さんも含めて、とりあえず１台、２台通れるようにして、そこを通

って、またすぐ出てくるのでとめて、やっと家へたどり着いたのが、私は６時半です。４

時ちょっと前に水上駅へ行って、それからなかなか行けなくて、家へ着いたのが６時半で

す。でも、車はそれでスムーズに通れたわけじゃないんです。それから、多分次の日も、

その次の日も、業者が出て土砂の除去、そういったものをして、スムーズというわけには

いきませんけれども。そのときに、綱子のタイラがほとんど土砂災害で埋め尽くされまし

た。俺はそのときに、ここに写真があるんですけれども、２つの沢が大荒れになって、当

然東電の発電所の中にも土砂が入ってということで、あそこについては大通りの県道は通

れませんけれども、川側に１本別な農道があります。そちらを回って迂回していたという

経緯があります。 

      その後、次の年も多分、上牧周辺で大きな大雨による土砂災害があって一時的に道路が

通れなくなったこともあります。また、１４年には、皆さんもご承知のとおり、奥利根館

のすぐ手前の小中沢に大きな土砂流出、樹木を含めて３日間ほど、あれから奥が孤立して

いろいろな対応策をしてもらったという経緯があります。 

      先ほどから、このみなかみについては、一番自然災害で起こり得るのは大雨による土砂

災害、これは私でも同じだと思います。これらについて、じゃどうしたら守れるかという

のはなかなか難しいかもしれませんけれども、その１４年の大きな土砂災害をした後、あ

の沢に森林、あれは林野庁かな、林野庁が砂防ダムを何基か設置をして全て終了いたしま

した。となると、それじゃあの沢は大丈夫かといったら、まだ大丈夫じゃないというふう

にいわれております。 

      しかしながら、人間でやる範囲というのはもうある程度限りがあります、限界がありま

す。その中で、先ほども町長が言ったように、１年、５年、１０年、そういった先を見据

えた中で、そういう対策を、対応をしていくということをおっしゃっていたので、ぜひみ
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なかみについては、ことしは流出災害等によって、とりあえず昨年の房総市のような人命

にかかわる災害は、風水害は起きないかと思いますけれども、起きてもおかしくない今、

時代になっております。 

      この異常気象という中で大雨、この大雨が数知れないほど起きています。昨年だけで日

本全体で約１,０００件ぐらい、大雨によるそういう災害が発生しているということであ

ります。これについては、その災害というのがどういうふうに捉えていいのかちょっと私

もよく理解できませんけれども、一応そんなようなデータになっております。群馬県でも

それなりの災害が出ているところがあります。みなかみについては、昨年、湯桧曽で１件

そういう災害がありましたけれども、それ以後は大きな災害は出ていないかと。また、土

砂の流出については、何カ所かあると思いますけれども。 

      そういった中で、雨量については多分いろいろなその気象庁等で発表されるかと思いま

すけれども、その雨量をもとにある程度災害が起こり得る、そういう可能性があったとこ

ろについて、早期に情報を収集して、その地域の方々に、住民の方々に情報を提供できる、

そんなようなシステム、そんなような方法がないかどうか、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 今何点かのお話がありましたので、質問じゃない部分についても発言させて

いただきたいと思います。 

      ハザードマップの話です。大きな１枚の絵だというご指摘ありましたけれども、通常の

市町村はそうです。 

      みなかみ町は違います。なぜ違うか。皆さんご存じのとおり、平成２４年から、みなか

み町は災害対策については経験者、具体的に言うと対応策がそれぞれの時期によって違う

けれども、少なくとも女川町に３６名の職員が行って、災害時のさまざまな活動を見てき

ました。その職員が地域にいるので、その職員が中心になって地域の方にお集まりいただ

いて、この地域のあり得る災害は何だろうかということを皆さんに発言いただき、それを

まとめたハザードマップになっています。行政区単位とまでは言いませんけれども、相当

詳細にできています。このことについては、全県下見渡しても、みなかみ町は自慢してい

いというふうに思っています。 

      しかも、誰かがつくって張り出しているだけではなくて、自分たちが発言してつくった

ものが公民館にあると。どこの公民館に行っても張ってあります。それを誰が見ているか

というのは別にして。ここまでやっているところは、私、全国調べていません。だけれど

も、そういう意味では、みなかみ一番進んでいると思っています。だけれども、それだけ

では不十分だろうというご指摘もわかります。 

      したがって、ことしから防災マップのバージョンアップというか、再度、これについて

は、町が印刷するということが目的じゃありません。それを見て、あのとき欠けていたこ

れがあるとか、今回はこういうこともあるだろうということを皆さんにつくってもらうと。

手間暇かかりますけれども、これが一番大事だと思っています。これをさらに見直してっ

ていきたいというふうに思っています。 
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      さて、その次です。 

      土砂流出については、必ず流出します。雨の程度がどのぐらいという議論はありますけ

れども、警報にならない警戒の段階のやつでも、どこかの土砂が少し崩れたというのは、

我がみなかみ町は、山岳地形ですし非常にあります。 

      したがって、それらについては順次対応していかなければいかん。砂防協会、いわゆる

砂防事業については、県のほうで、私も役をさせていただいていますし、いろいろな形で

推進していかなければいかんと思っています。ただし、砂防対象地域というのは非常に場

所が多くありまして、その中から順次やっていくという状況にしかならないということは、

そのとおりです。 

      今事例のご指摘がありました。被害が出たところ、これについては、優先的に先にやっ

ていくということであります。ただし、いろいろなところの災害、例えば、どこの例を出

してもいいんですけれども、全国の土砂災害の事例のときに、何年か前に災害を受けたの

で、そこには砂防堰堤を入れたけれども、その隣の沢が今回は被害を生じたというのは全

国的にもどこにもあります。これは対応すべき場所が多過ぎて、国としても計画的にやっ

ていかざるを得ないということなんだろうというふうに思っています。 

      そして、最後の質問のところにいきますけれども、今、気象情報、警戒情報、あるいは

そういうのが出たときに、避難命令を出すのは首長の責任だといわれています。これはも

う住民に一番近いところの責任者ですから、市町村長の責任だと。これやむを得ないと思

っています。当然それを出さなければいけない。しかし、一つの町内に標高差が５メータ

ー、面積が１０平方キロというところの雨の降り方というのは想定できるものと思います。

例えば、そこの地域であれば洪水が来れば全域がつかるだろう、これもわかると思います。

みなかみ町の特徴は、面積が広い、谷がたくさんある、それぞれのところで気象状況がも

のすごく違うということがあります。 

      したがって、天候に関する情報を出して、そのことによって的確に避難なり対応してい

ただくということについては、みなかみ町は、特に詳細な情報をその特定の地域に出さな

いと、出しているという言い逃れだけで、効果的な活動にはつながらないだろうと思って

います。例えばでいうと、気象庁の発表する情報自体についても、メッシュが細かくなっ

てきています。みなかみ町の状況では十分に細かい情報とは言いがたいところがあります

けれども。とはいっても、それらを個別に出していかなければいけない。つまり、詳細な

情報を個別に出すということになると、インターネット、ＳＮＳ、スマートフォンといっ

てもいいです。これ以上のシステムはありません。詳細な情報を特定の地域を限定して出

せるというのは、今がそれが一番だと思っています。 

      したがって、それを中心とした防災情報伝達方式をどうやるかということを重点に、そ

れだけに限らずですけれども、防災情報をどういうふうに出していくのかということにつ

いては、ちょっと時間がかかっていますけれども、この間真剣に検討しているところです。 

      ともかくみなかみ町の状況からいうと、詳細な地区個別の情報でないとなかなか効果的

な避難活動、あるいは災害対策活動につながらないという限界はあろうかと思っています。 

議 長（林 喜美雄君） 中島君。 
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（７番 中島信義君登壇）  

７ 番（中島信義君） いずれにしろ、想定されるということはいいと思うんですけれども、そうい

った想定されるような災害についての事前情報を得ることが大変重要かと思います。 

      その中で、これは私が個人的になんですけれども、提案ということをさせてもらえれば

と思いますけれども、このみなかみ町、大変面積が広い中でいろいろな情報を集めるのに

大変、これは苦労するかもしれませんけれども、今各地でいろいろな意味でドローンとい

う機器が発達して導入しているところも出てきております。この近辺では、隣村が導入を

決定しまして今研修、また実用化に向けて進めておるところであります。当然、このドロ

ーンについては、このみなかみ町でも大きな情報収集に役立つのではないかなということ

であります。今は手元の中心機を使って２キロぐらいしか離れたところしか飛べないとい

うふうに聞いておりますけれども、今ある通信会社が平成３０年をめどに今いろいろな研

究を進めております。携帯電話、これを使ってやると約１０キロ先まで行って情報を得て

こられるというのを今研究、技術開発で進めているということがこの間ありました。 

      そういった部分で大雨、あるいは台風、台風は余り風吹くとそのドローンは飛べないと

思いますけれども、そういったときの情報を人間、人がその現地へ行けない、また行くま

でに時間がかかる、そういったときにそういった部分の情報収集に関して、いち早く現地

まで行ってというようなことが可能ではないかと、そんなふうに思いますので、そういっ

た情報をいち早く収集してその状況を行政、あるいはその辺の住民にお知らせできるよう

なシステムみたいなことが考えられると思うんですけれども、これについてはどうか、お

答え願えればと思います。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） ただいまのご指摘です。 

      ドローンの活用というのが全国的にいろいろな面で進んでいると。今事例に挙げられた

のは、ドローンのメーカーと通信会社が連携して今後離島への物の搬送等で使えないだろ

うかという実験が先般なされたというのを聞いております。 

      今ご指摘のドローンを使って情報を集めると、これは情報を集めるという手段としては

あると思っています。ただし、大雨が降っているときにというご指摘、お話もありました。

事前情報をドローンを使ってとろうというのは違うと思っています。 

      これは何かというと、１つ、もう皆さんよくご記憶のことがあります。２年前だったで

すか、湯桧曽で２カ所土砂崩れができて、その奥で車が１台埋まっている。奥の谷川岳ロ

ープウエイからは何人避難しているというような情報が入ってきました。そのときに、そ

の土砂崩れをした場所の周辺の状況というのを確認するのが大変でした。また、ほぼ同時

のときですけれども、奈女沢が氾濫しましてあそこの道路が通れなくなったと。そして、

そのときに区の人にご苦労かけて上まで上がっていってもらったといったようなことがあ

ります。そういうようなどこがどう壊れているとか、あるいは上のほうに何人ぐらい避難

しているんだとか、露天にいるんだとか、屋内にいそうだとか、そういう情報をとるのは

やっぱりドローンというのは非常に有意義だなというふうに思っています。ということで、

ドローンの装備ということについても、考えてはみたんですけれども、検討段階まで行っ
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ていません。 

      どういうことかというと、ドローンを活用したらどうだというふうにご提言いただいた

のは、きょうが初めてでございます。したがって、議会のほうで、多少お金かかってもそ

ういう手段もやっておいたほうがいいということになれば、これはみなかみ町、広い、あ

るいは道路が離れた上に集落があるといったような特徴がありますから。これについては、

装備をしておけば、災害後の対応策、あそこに人がいらっしゃるから物を入れなければい

けないとか、いずれにしても、携帯電話等で伝わる情報とは別に、景観として見えるとい

うことで、災害対策としては役に立つと思いますので、これはあるというふうに思ってい

ます。 

      何を思っていたかというと、いろいろな形で開発されていますから、早い段階で手を出

すとお金かかるかかる、同じものが１年たつと半額になり、２年たつと１０分の１になる

というのがこの世界ですから、というふうに思っていたのは事実です。今ご提言いただい

たことを改めて生かしながら、安いコストでいざというときにこういう対応ができるとい

ったようなものをまず考えてみたいというのが、今のご質問、ご指摘に対する今の答えで

ございます。 

議 長（林 喜美雄君） 中島君。 

（７番 中島信義君登壇）  

７ 番（中島信義君） 昨年の９月の定例議会で、防災士という質問を髙橋久美子議員が多分質問し

たと思うんですけれども、私もちょっと動いて、ことし防災室ということで消防団長ほか

役をやった人がことし１名一応認定されまして、みなかみ町では約１名ということになり

ますけれども。群馬県下では７７０名いるそうです、正式には７７１名なんですけれども。

全国では１１万人います。 

      そういった中で、災害が少ないから、そういう部分については、余り関心がないかもし

れませんけれども、ぜひこのみなかみ町全体でそういう防災士という一つの役職という言

い方おかしいんですけれども、認定して、各地域で防災についての認識を高めていただけ

ればと、そんなふうに思います。これについては、一応お話ししただけでいいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

      私の最初の防災についての質問は以上で終了させてもらいます。 

      本件２件目の質問ですが、ダム完成後の記念行事ということが、公式にはなかなか発表

されていませんけれども、いろいろのところで動いている部分がありますので、ちょっと

伺ってみようかと思います。 

      藤原ダム、これは利根川水系では初めてできたダムだそうです。これは、現在はいろい

ろな多目的ということになっていますけれども、当時は洪水目的でつくられたダムという

ことになっております。その後、２２年のカスリーン台風によって大きな水害が発生した

もので、洪水目的、あるいは多目的ダムということで変更になって。１９５１年、要する

に昭和２６年に着工いたしまして７年かけて１９５８年、昭和３３年５月に竣工いたしま

した。これは完成後、６０年に来年なります。 

      一方、矢木沢ダムですが、これは戦前より計画されていたダムだそうです。社会の状況
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変化などによって目的と規模等が大きく変更され、また建設母体も、当初やる予定だった

建設省、今でいうと国交省になりますけれども、それから、水資源開発公団、現在は水資

源機構という名前にかわっておりますけれども、それに移されて１９６２年、昭和３７年

に着工いたしました。５年余りの建設工事を経て１９６７年、昭和４７年に竣工いたしま

した。これが完成後５０年となります。 

      そうした両ダムの完成記念行事が進められたということでありますので、ぜひこの中身

について知り得る情報だけでいいと思いますけれども、町長のご答弁をいただければと思

います。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 確認のために申し上げておきますが、藤原ダム、矢木沢ダム、これの５０周

年、６０周年を誰かが企画していて、それに町が関与しようというような状況は全くあり

ません。 

      何かというと、今のところの繰り返しになりますけれども、ともかく利根川の洪水調節、

あわせて電力の不足、食料増産といったようなことに加えて、東京都を中心とする首都圏

の水需要を賄うということで戦後、利根川改定改修計画ができて、一番最初のダムが藤原

ダムでした。昭和３３年５月完成が、恐らく正しいと思っています。帳簿上は３３年３月

ということになっています。恐らくこれは年度と予算の関係だろうと勝手に推測していま

すけれども。物理的には３３年５月の完成が正しいと思っています。 

      そして、矢木沢ダム、それができたのは４２年８月に完成と聞いております。これにつ

いては、ご存じのとおり、利根川上流で最大の貯水量を持っている。首都圏のまさに水が

めとして、首都圏の生活と産業を支えているダムです。 

      したがって、それぞれの５０周年、６０周年という節目の年には、みなかみ町として、

下流の方々にこの５０年、６０年の間、ダムが一生懸命働いて皆さんに水を供給してきた

ということを現地に来ていただいて見ていただく。わかりやすく言うと、長い間よく働い

てくださいましたという感謝で訪れていただくということはどうだろうかということで、

町がというか、私がと言ったほうがいいかもしれません。国土交通省、水資源機構の担当

部局と水資源機構の本部、これらに行きまして、今申し上げた記念式典として首都圏の

方々、受益者の方々をダムサイトにご案内するというような企画、予算をぜひ組んでもら

いたいということをお願いに行っているところです。類似のことでいいますと、東京都庁

の水資源の担当部局に、東京都知事がそのような機会にみなかみ町を訪れていただくとい

うことはいいことじゃないでしょうかというご提言に行きました。 

      したがって、何かというと、全部町が勝手にしゃべっているだけで、誰がやるとも予算

つけるとも、まだ何も言ってもらっていません。その概要というご質問がありましたので、

概要ですけれども。今ご提案していますのは、ともかく下流都県の方に群馬県、特にみな

かみ町、ダムサイトまで来てほしいと。それについてのどういうんですかね、旅行券、あ

るいは企画して連れてきていただく。そこのところをぜひ国交省なり、水機構としてやっ

てもらいたいというお願いをしています。 

      あわせて、現地の企画としてダムの堤体だとか、ダム湖を使ってのプロジェクトマッピ
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ングだとか、ダム湖の中に噴水とイルミネーションを入れてもらえないだろうとか、細か

いやつでは、現地に来た人には記念バッジや記念ワッペンをお渡ししたらいいんじゃない

かと。そして、ダムカードがはやっていますけれども、プレミアムな記念ダムカードを発

行したらどうかと。そして、堤体案内だとか、そういうこともやっていただければいいん

じゃないかということを、みなかみ町がさっき言った関係方面にぜひやってほしいという

ふうに動いているというのが現況です。 

      それに対してどういう動きをするかということについては、国土交通省、水機構とも具

体的にはまだありません。ただし、国土交通省はいろいろなダムのアニバーサリーという

事業を毎年やっていらっしゃるということで、ほかでやった事例のご説明もありました。

行ってみると、記念式典だけやって若干のプラスアルファだと、町としてはお手伝いで忙

しいだけで、段取りが大変なだけで余りメリットがないと。ともかく、支援の資金を出し

て、首都圏の人をみなかみに連れてくるというところをぜひやってもらいたいということ

を今言っているところでございます。 

      したがって、どういう形になるかわかりませんけれども、みなかみ町として下流都圏の

人にダムサイトに来てもらいたい。その趣旨は、受益者がダムそのものに感謝していただ

く契機としてもらいたい。みなかみに感謝してと言えませんので、ダムに感謝してほしい

ということで働きかけているということは事実であります。 

議 長（林 喜美雄君） 中島君。 

（７番 中島信義君登壇）  

７ 番（中島信義君） ただいま町長が本当に私も同感に利するような答弁いただきまして、ありが

とうございます。 

      どうかその下流都圏にこの水の大切さを含めて、こういった５０年、６０年の式典があ

る程度理解されるような形で進めてもらえば、本当にありがたいと思います。 

      以上をもちまして、私の２点の一般質問を終了させていただきます。 

議 長（林 喜美雄君） これにて、７番中島信義君の質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

通告順序５  ６番 林   誠 行   １．中学生の職場体験について  

                    ２．「後期高齢者医療」の現状は  

 

議 長（林 喜美雄君） 次に、６番林誠行君の質問を許可いたします。 

      林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） ６番林誠行です。議長の許可をいただきましたので、一般質問させていただ

きます。 

      まず最初に、中学生の職場体験についてお伺いいたします。 

      町内の各中学校で中学生の職場体験が毎年行われています。まず、この意義や目的につ
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いて、最初お伺いしたいと思います。 

議 長（林 喜美雄君） 教育長。 

（教育長 増田郁夫君登壇）  

教育長（増田郁夫君） それでは、中学生の職場体験についてお答えさせていただきます。 

      職場体験の目的についてでございますが、１つには勤労・生産・職場・そして福祉等を

体験することによって勤労の尊さ、そして勤労の意義、これをしっかり学ぶとともに、生

徒自身が善良な社会人としての生きる力を着実に身に付けることができる、大事なことだ

と思います。 

      実際の職場で実体験をすることによりまして、将来の職業選択の参考にする。そして、

その職業に誇りと責任をしっかり持って、働いている人々に直接生徒が触れることにより

まして、職業や進路にかかわる自己啓発にもつなぐことができるので、大切であるという

ふうに考えております。 

      さらに、学校や家庭、そして地域社会との連携を一層深めて、地域の日常そのものが大

変高い教育力を持つこと、これを再認識するとともに、職業調べの学習を体験学習をする

ことによって、より学習が深まりますし、このことによって、先ほど申し上げましたが、

働くことによる意義、そしてその喜びをきちんと感じとって正しい勤労意識を持てるよう

にすること、こういうことが実際の職場体験の意義であるというふうに考えております。 

      以上ですが、よろしくお願いします。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） 働くこと、地域で生きること、私も大切なことだと思います。 

      ２７年度の取り組みが、広報みなかみで紹介されています。働くことの意義とみずから

の生き方、将来の進路、そして将来に向けた職業観の養成など、社会人として生きる力を

養ったなどと記載がされていました。また、広報取材体験記として掲載されていましたが、

やりがいこそ仕事を楽しく、将来はやりがいを感じることのできる仕事につきたいと感想

が載せられていました。 

      こうした取り組みに対して、参加した中学生や受け入れ先などの感想等はいかがだった

でしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 教育長。 

（教育長 増田郁夫君登壇）  

教育長（増田郁夫君） ご質問いただきました受け入れ先、そしてそこの感想ということで、参加の

状況についてでございますが、本年度、平成２８年度の実施状況について申し上げますと、

まず月夜野中学におきましては、職場体験の受け入れ先、これが３１カ所に及びます。大

変しっかりご協力をいただきまして、１１月８日から１１日までの４日間、生徒は全員で

８６名の中学生がいろいろな職業の体験をすることができました。 

      その３１カ所の事業所の内訳ということでございますが、飲食店や小売店、それから大

型の量販店、製造業、給油所、さらに病院や介護施設、そして公共機関など、こういった

多岐にわたっておるんですけれども、それぞれの職場において積極的な体験ができました
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と、こういった報告をいただいております。 

      続いて、水上中学校においては、１０月２６日に１年生、通常は２年生が職場体験して

いるんですけれども、１年生２６名の生徒が８カ所の事業所で職場体験に参加しましたし、

１０月２４日から２７日までの４日間が水中の２年生２８名で、１１カ所の事業所を通し

ての体験をして、同様な感想を報告していただいております。 

      続いて、藤原中学校につきましては、１０月１２日から１４日までの３日間、これは２

カ所の事業所において、生徒は２名ですが、しっかり体験をしたという報告をいただいて

おります。 

      さらに、新治中学校の２年生におきましては、これもつい先日でございますが、１１月

１９日から２３日までの５日間でございますが、２０カ所の事業所に大変なご協力、ご努

力をいただきまして、生徒４７名を受け入れていただいて、やはり実感を持っての貴重な

体験をさせていただき、先ほど申し上げました本来の目的を達成できるようにご協力をい

ただいているところでございます。 

      以上でございます。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） 受け入れ側も業務の合間にということで大変だと思います。 

      しかし、こうした中、自衛隊への職場体験が同様に行われています。先ほどのこの広報

によりますと、２７年度は月夜野中、新治中で行われています。ことしはどうだったんで

しょうか。これまでこの自衛隊の職場体験、どのように行われてきたんでしょうか。 

      被災地への支援、災害復旧に活躍する自衛隊員の姿に、多くの国民が感謝していること

と思います。しかし、その任務は２次的な任務であります。第１次的な任務は国防です。

職場での戦場での、戦闘行為が任務とされています。これまでこの議会の中でも論議が交

わされてきましたが、安保法制によって世界中の戦闘地域で殺し殺される任務を強いられ

ている自衛隊です。日本教職員組合、いわゆる日教組ですが、さきの大戦で教え子を戦場

に送り、戦争に協力したことに対する痛切な反省を込めて、この労働組合が発足していま

す。教え子を再び戦場に送るなとし、不戦の決意を示してきています。６０年余り、この

スローガンのもと、戦争のない平和な社会を目指してきていることと思います。こうした

ことからも、この自衛隊への職場体験はそぐわないと考えておりますが、いかがでしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 教育長。 

（教育長 増田郁夫君登壇）  

教育長（増田郁夫君） ご質問いただきました自衛隊への職場体験でございますが、２８年度、本年

度については月夜野中学校のみでございます。２７年・２６年については、月夜野中学

校・新治中学校が参加をさせていただいております。 

      まず、月夜野中学校でございますが、基本的には主たる受け入れ先であります利根・沼

田の広域消防本部の西消防署との受け入れ協議をお世話になった際に、先ほど申し上げま

したとおり、職場体験４日間、このうちの４日間のうちに受け入れが難しい日程が、こう

いったところではございまして、自衛隊の群馬県地方協力本部の沼田地域事務所のご協力



H28-5（12.1）第 2 号 

－79－ 

をいただきまして、自衛隊の役割、そして業務内容、このことについての講義をいただい

たり、駐屯地での施設見学、あとは一緒に歩行訓練をともにさせていただくというような

体験、参加をさせていただいているというところでございます。 

      この職場体験の実施内容につきましては、これまでの新治中学校も同様でございます。

ともに、歩行訓練をしたり、お昼なども一緒に食事をさせていただきました。中心は講義、

どういう役割を持っているか、内容とすると、こういうときにはこういうふうに人を助け

るんだというようなことについての講義等をいただいて、子供たちもそれを聞かせていた

だいたり、体験をさせていただいて、やはりしっかり今後の職業等についての意識もしっ

かり持ってもらったということでございます。 

      以上でございます。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） これまで自衛隊の任務が、これまでと大きく変えられたということですが、

私は他の職業体験と同列に扱っていいものかどうなのかと思います。今の安倍政権、安全

保障関連法に基づき、自衛隊に国連平和維持活動、ＰＫＯでの駆けつけ警護など新しい任

務を決定し、第一陣として派遣しました。 

      自衛隊群馬地方本部のホームページからの資料がありますが、先ほど教育長は講義が中

心だというようなことをおっしゃいましたが、この自衛官募集中の画面ということに、職

場体験だよりというコーナーがあります。このコーナー、二、三カ月ほど前に削除されて

いるんですが、各地からの抗議のことだったと思うんですが、削除されています。この中

に参加する中学生たちの写真が掲載され、ゲームコーナーのような画面を見ている子供た

ちの遊びながら学べるとか、ミサイルの発射システム操縦画面をのぞかせています。これ

は自衛隊側でつくられたコメントと思いますが、これで飛行機が落とせるのとか、追従訓

練開始、射撃は難しいななどのコメントが紹介されています。人気の９０戦車前で対戦ヘ

リコプターの前で記念撮影しています。自衛隊のホームページ上で、○○中学１５名で将

来は○○で決まり、この○○というのが自衛隊ということだと思うんですけれども、など

のコメントも添えられています。 

      職場体験に名をかりた自衛隊の勧誘そのものではないでしょうか。こうした状況をどの

ようにお考えでしょうか。子供の権利条約では、武力紛争において自国に適用される国際

人道上の規定で児童に戦闘行為、そういう関係を有するものの尊重、そういうものをさせ

ない、尊重し及びそれらの規定を確保するなどとなっています。先ほどの講義だけという

のはちょっと確認されているものなのかどうなのか、お伺いしたいと思いますが。 

議 長（林 喜美雄君） 教育長。 

（教育長 増田郁夫君登壇）  

教育長（増田郁夫君） 講義を中心にでございますが、当然、子供たちは職場体験ということで行っ

ていますので、施設の見学も当然しっかり実感を持ってさせていただいております。実際

には、自衛隊というのはこういうことをしているという概要説明も講義の中にあります。

また、こういう組織で動いているんだというような説明をしていただいたりする中で、駐
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屯地の施設を見学させていただいて、そこに装備されているものについては、展示されて

いるものにつきましても見させていただき、写真、映像ではなくて自分の目でしっかり見

るということは、体験をさせていただいています。 

      極端なことを申しますと、みなかみ管内の中学生にとりましては、ヘリコプターや戦車

などは施設に置かれていますので見ることはありますが、それにヘリコプターに乗って飛

んでみるとか、戦車に乗っかって動いているのを体験すると、こういったこととは全く違

いまして、こういうことはしていただかないようにしています。 

      先ほど申し上げましたように、ただ熱心に働くということを考えたときに、やはりそう

いった自衛隊の方と昼食を一緒にとらせていただく。それから、自動車の教習所の見学、

こういったことも含めてやらせていただいているということでございます。基本的には講

義、講話を一方的に聞くだけではなくて、説明は受けますが駐屯地の施設見学、そして施

設の具体的なものは見せていただいても、乗ったり、特別にそれを使ってみると、そういっ

たことはしないようにする中での体験をしっかりしてもらっているということでございます。 

      以上でございます。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） 中学生が専守防衛や災害救助なども担ってきた、これまでの自衛官の職務の

ままのイメージを描いて職場体験を希望したとすれば、そこには大きな違いが出ているの

ではないかと心配しています。その違いに気づかせることなく生徒を職場体験に送り出そ

うとすることです。それは、結果的に生徒の将来の方向や命さえも左右するものとなりか

ねません。今の安倍政権は、教育を戦争する国、弱肉強食の経済社会という国策に従う人

材づくりの場にしようとしていると言われています。人材の養成を全面に、新しくつくら

れる学習指導要領の大幅な改定など新たな政策も準備していると聞きます。 

      このような問題があるこの自衛隊への職場体験学習、自粛するよう求めるものですが、

いかがでしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 教育長。 

（教育長 増田郁夫君登壇）  

教育長（増田郁夫君） 実際にみなかみ町内で、中学生が職場体験をこの自衛隊のところでさせてい

ただいている、その中には学校としてもしっかり基本的な事項を押さえて子供たちに事前

での指導をして、この群馬県地方協力本部沼田地域事務所にお世話になっているのでござ

います。 

      具体的には、子供の権利条約がございますので、この権利条約に基づいて、本当に子供

たちがきちんと守られていることを実感をしたり、将来は自分たちがやはり地域や隣の人

を守っていく、こういう意識を根づかせる。そのためには、やはりしっかり職業調べ、こ

れを体験学習、実際に施設を見たり、一緒に食事もそうですが、歩行訓練等もさせていた

だくという体験をすることによって、しっかり深められて働く喜び、そして、その職業の

意義、さらには正しい勤労意識、これを持てるようにすることを基本として、この子供の

権利条約をしっかり大事にして、自衛隊関係のところでも職場体験をさせていただいてお
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ります。 

      簡単でございますが、そういった方向で、これまでと同様に中学生が職場体験をさせて

いただくことに価値があるというふうに考えているところでございます。 

      以上です。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） 隊列行進とか、そういうことだと、講義ということだけでしたら、ほかでも

十分できることではないかなと、私は思っています。私たちにはこうした職場体験等、企

画などはありませんでしたけれども、今の中学生にはぜひ夢を実現させるために充実した

中学生活を送っていただきたいなという思いはしております。 

      ぜひ自衛隊へのこうした体験学習、消防署や病院なんかでもこういったことはできるん

じゃないかなと思っています。ぜひ自粛していただきたいなと思っています。 

      ここで質問を変えますけれども、後期高齢者医療の現状についてお伺いいたします。 

      ７５歳以上の高齢者を国保や健康保険から引き離し、７５歳以上だけの独立した保険制

度にして全員から保険料を徴収し、医療給付など制度運営を行う後期高齢者医療制度、２

００８年に制度がスタートして８年がたちました。全国では１,６００万人が加入し、こ

こには６５歳から７４歳までの障害者も４０万人が加入しています。この後期高齢者医療

の現状、今どのようにお考えでしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

（町長 岸 良昌君登壇）  

町 長（岸 良昌君） ただいま後期高齢者医療について、全体的なご質問がありました。 

      今お話になったことの繰り返しにはなりますが、７５歳以上の高齢者にかかわる医療制

度につきまして、その身心の特性、生活実態、これを踏まえまして、独立した医療制度を

創設する必要があるということで、これは社会保障諸議会の答申によって、平成２０年か

ら後期高齢者医療制度が発足しております。発足から９年目に入っている、８年たったと

いうことでございますけれども。 

      後期高齢者医療制度、これにつきましては、群馬県では平成１９年に群馬県後期高齢者

医療広域連合、これを保険者といたしまして県単位での運営をやっているところです。町

の役割としては、特別会計を設置して市町村における収入支出の管理、被保険者の資格管

理、あるいは一部の給付管理、広域連合から提示されました保険料の賦課徴収及び収納し

た保険料の広域連合への納付、このような業務を町としては行っているところでございま

す。これが後期高齢者医療制度の概要でございまして、全国的にますます高齢社会が、私

は高齢化社会と言っていません。超々高齢社会といつも言っていますけれども。数えると

本当は超が３つないと計算合わないんですけれども。超高齢社会において必要だと。 

      それで、住みなれた地域で身心とも健康で暮らしていくということがベースにあります

ので、この制度というのは必要不可欠な制度として、また定着もしてきているんだろうと

いうふうに思います。 

      今後のあり方等につきましては、国レベルでさまざまな議論が既に始まっておりますの
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で、町としては、その動向を見ながら町としての責務を果たしていく。何はともあれ、医

療制度の維持発展のために努めていくということが大切だというのが全般的な認識でござ

います。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） 今の国会、今の政府なんですけれども、後期高齢者医療保険の負担軽減のた

めの保険料、特例軽減制度を廃止しようとしています。今全国で１,６００万人ぐらいが

加入しているんですが、この特例軽減９００万人の人がこの特例軽減を受けていると言わ

れています。この特例軽減を外しますと、保険料が２倍から最高約１０倍にもはね上がる

人が出ると言われています。 

      ２０１６年２月に広域連合財政状況報告ということで雑誌に掲載された資料を使ってい

ますが、県全体では加入者は今２７万人で、何らかの軽減措置を受けている方が１９万人

です。その中で滞納者が２,６００人ほどおられるということです。滞納に伴う短期保険

証の発行も、３５の自治体の中で１９自治体で発行し、３８０人ほどの人に短期保険証が

発行されています。加入者の状況や保険料軽減措置、９割軽減、８.５割軽減、５割、２

割軽減などの状況、滞納者短期証の有効期限、期間交付状況など町の状況はいかがでしょ

うか。 

議 長（林 喜美雄君） 町民福祉課長。 

（町民福祉課長 内田 保君登壇）  

町民福祉課長（内田 保君） それでは、ご質問いただきました加入者や保険料、軽減措置等の町の

状況をお答えいたします。 

      まず、平成２８年３月末現在の被保険者数ですが、４,０７１人ということになってお

りまして、制度発足時も４,０５１人というようなことでしたので、多少の増減を繰り返

しながら、被保険者数についてはほぼ横ばいの状況で推移しているところでございます。 

      それから、滞納の関係でございますが、滞納者の実数につきましては、２７年度末で５

９名ということです。そのうち短期被保険者証の発行者については１２名ということにな

っております。短期保険者証については６カ月の短期、有効期間の保険証というような形

になっているところでございます。 

      それから、軽減措置の町の対象者数なんですが、均等割軽減対象者の総数が３,６７４

名、内訳といたしまして９割軽減対象者が９０２名、８.５割軽減が２,１３１名、５割軽

減が３８０名、２割軽減が２６１名でございます。これが全被保険者数に占める割合とい

うことで約９０％というふうになっておりまして、被保険者の大半が軽減対象者であると

いえます。 

      また、一定基準額以下の所得を有する被保険者が該当する、所得割の５割軽減対象者に

つきましては３７０名となっておりまして、いずれの対象者につきましても、ほぼ横ばい

で推移している状況でございます。 

      以上です。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 
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（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） 全国的にはこの滞納者への短期保険証の交付と厳しい取り立てがされている

という記事が載っているんですけれども、７５歳以上になっても安心して暮らせるまちづ

くりというようなことでぜひ取り組んでいただきたいなと思っています。 

      高齢者の医療では、既に７０歳から７４歳までの患者１割負担が、１４年から順次に２

割に引き上げられ、１８年度には１割負担の人はいなくなります。後期高齢者の自己負担

額、通常１割負担ですが、２割にしようという具体化が今進められているそうです。この

国会でさらに具体化されていくということだそうです。 

      そうした中、今、現役並みの人は３割負担ということになっているんですけれども、こ

の層、比較的豊かな層ということで、全国的には６.７％程度だということなんですけれ

ども、今、町の状況、３割負担となっているような方はいかほどおられるんでしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 町民福祉課長。 

（町民福祉課長 内田 保君登壇）  

町民福祉課長（内田 保君） お答えいたします。 

      自己負担割合が３割になる現役並み所得者についてでございますけれども、これにつき

ましては、住民税所得割課税者が相当するということになっておりまして、平成２７年度

末で９５名、全被保険者に占める割合は２.３％ということになっております。 

      以上でございます。 

議 長（林 喜美雄君） 林君。 

（６番 林 誠行君登壇）  

６ 番（林 誠行君） ちょっと段取りも悪くてあれなんですけれども、以上で質問を終わりますけ

れども、この制度、年齢で区別、差別、世界でも異例の高齢者いじめの制度となっていま

す。７５歳以上の人口と医療費がふえればふえるほど保険料が上がる仕組みになっていま

す。あすは我が身という言葉があります。ここにいらっしゃる誰もがこの制度に入らざる

を得ない状況です。長生きした人たちにつらい思いをさせる医療制度、全ての世代に不幸

と考えます。安心して長生きできる社会保障の再生、拡充の転換を求めて、一般質問を終

わらせていただきます。 

議 長（林 喜美雄君） これにて、６番林誠行君の質問を終わります。 

      ここで暫時休憩いたします。再開を１０時３５分といたします。 

（１０時２１分 休憩）  

──────────────────────────────────────────── 

（１０時３５分 再開）  

議 長（林 喜美雄君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

 

通告順序６  １番 髙 橋 久美子   １．さらに子育てしやすい環境整備へ  

                    ２．高齢者の運転免許証返納について  
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議 長（林 喜美雄君） 一般質問を続けます。 

      １番髙橋久美子さんの質問を許可いたします。 

      髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） １番髙橋久美子。議長より許可をいただきましたので、通告に従いまして

一般質問をさせていただきます。 

      質問は２点ありますが、順次させていただきます。  

      最初の質問ですが、さらに子育てしやすい環境の整備へということでさせていただきま

す。 

      ある若いママさんが、渋川市で導入している赤ちゃん駅の情報を見て、みなかみ町でも

導入されたと勘違いしてよかったと、喜んでいるとのお話を聞き胸が痛みました。若いマ

マさんは、どこに行くにも赤ちゃんが一緒、特に初めての子育ては本当に大変です。いろ

いろお出かけして気分転換をしたいと思うのも当然です。出かける先におむつをかえられ

るスペースや授乳室があると安心して出かけるとの切実な話でした。 

      赤ちゃん駅とは、誰でも自由におむつがえや授乳ができるスペースの愛称です。今多く

の自治体が多様な事業者の協力のもと、乳幼児を持つ子育て家族が安心して外出できる環

境づくりを進めています。パソコンやスマートフォンなどで赤ちゃん駅設置場所が検索で

きます。対象施設はスーパーマーケット、デパート、病院、来訪者を特に限定しない民間

施設や公共施設などです。最近、沼田とかにできた新しいそういうスーパーなんかにも、

そういうスペースはきちんと用意をされているようです。登録の条件はベビーベッド等、

おむつがえできる設備を有する、授乳ができるようカーテンやつい立てなどで仕切られ、

プライバシーの確保の配慮がなされている。 

      以上の１つか、または両方できる場所を有する施設で、希望する子育て家族が無料で利

用できることが条件です。登録申請をすると、自治体より赤ちゃん駅と書かれたステッカ

ーが配布され、施設などに張ります。パパママ応援ショップ、赤ちゃん駅検索サイトに情

報掲載をされる仕組みになっています。 

      ここでお伺いしますが、今現在、当町の公共施設におむつがえできる設備はどのくらい

ありますでしょうか。あわせて、授乳室も備えた施設もありますか、お願いいたします。 

議 長（林 喜美雄君） 子育て健康課長。 

（子育て健康課長 髙野一男君登壇）  

子育て健康課長（髙野一男君） 失礼します。  

      赤ちゃん駅の設置についてですが、議員さんがおっしゃるように、赤ちゃん駅とは、誰

もが自由におむつがえができるスペースの愛称と認識しております。  

      現在、みなかみ町では授乳室とおむつがえ用台を整備できる施設は、上毛高原駅や水紀

行館、町内のスキー場などがホームページに掲載しております。そのほか、県内の大手デ

パートや娯楽施設などでも、授乳室やおむつがえ用のスペースを完備している施設はふえ

ております。なお、公共施設についても、山間部よりは都市部のほうが多く整備が進んで

いる状況でございます。みなかみ町でも、公共施設等では多目的トイレなどの洋式化は進
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めておりますが、授乳室などを備えた赤ちゃん駅については、ほとんど整備していない状

況です。  

      今後につきましては、庁舎や公共施設にも赤ちゃん駅の整備をしていきたいと思ってお

ります。また、移動式の赤ちゃん駅についても、各種イベントの際に設置し、活用できれ

ばと考えております。  

      なお、赤ちゃん駅を使うであろうみなかみ町のお母さんたちに調査をしたところ、赤ち

ゃん駅の知名度は低く、利用頻度も多くありませんでした。その理由としましては、トイ

レなどにおむつがえのコーナーは必要だが、授乳スペースについては、車の中や授乳ケー

プがあるのでそれほど必要と感じたことはないようです。逆に県外などに出かけた際、赤

ちゃん駅があったほうが便利という意見が多くありました。内容としましては、知らない

土地で赤ちゃん駅があれば安心しておむつがえや授乳ができるとのことでした。  

      現時点で赤ちゃん駅の設置については、みなかみ町の子供を持つお母さんたちよりは、

みなかみ町に訪れた子供を持つお母さんたちにより必要と考えられると思われます。  

      以上です。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） 先ほど課長のほうからお答えいただきましたけれども、みなかみの町には、

今そういう公共施設などではそういうのがそろったものがないという状況だと思うんです

けれども、そして、今お答えいただきましたけれども、子育てをするならみなかみを充実

させるために今後、じゃ導入をしていくということで受けとめてよろしいのでしょうか。  

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 今、課長のほうからお答えさせていただきました。  

      町のお母さん方に聞いても、一言でいうと、ニーズが非常に低いということです。要す

るに、町のお母さん方のためにということではなさそうだというのが今の認識です。そし

て、もう一つ、先ほど髙橋議員もおっしゃいました。デパート、スーパーマーケット等、

いわゆる商業ベースとしてそこのところに充実させて、そういうお客さんに来ていただこ

うということだろうと思っています。  

      みなかみ町でそんなことを考えると、先ほどちょっと課長の答弁にも入りましたけれど

も、町のお母さん方は都会に行ったときに使うところを知っておきたい。ただし、町内だ

とどこで授乳すればいいか、どこでおむつがえをするか。特に、車で動いていることが多

いと、町内では車で動いているということの答えなんだろうと私は理解しています。  

      ですから、よそから来られる方に赤ちゃん駅があったほうがいいということがあるんだ

と思います。しかしながら、今最初にお話がありましたように、商業ベースでいろいろな

事業者と協力してというお話でした。町内業者でこういうニーズをやっていきたいんだと

いうときに、町が支援する方法を考えると。今、議員のほうからご指摘なのは、情報を発

信するという部分だけでしたけれども、整備のときに支援する必要があるのかどうなのか、

その辺はこれからの研究だというふうに思っています。  

      公共施設の中で、具体的に言うと、町で直接やっている水紀行館であるとか豊楽館であ
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るとか、ああいう観光拠点的な施設がありますので、そこのところについて、おいでにな

った方々はどれだけのニーズを持っているんだろうと。これはちょっと調査してみたいと

思いますけれども、今のところの情報は、先ほど課長がお答えしたように、ニーズが少な

いというのが認識でございます。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） それで、先ほど町長もお答えいただきましたけれども、移動式赤ちゃん駅

については、先ほども防災のお話出ていましたけれども、災害時のときにかなり効果を発

揮できるということも期待できると思います。それなので、その観点からも町で備えてお

くというのは有用かと思います。本当にあとはカルチャーセンターなどいろいろそういう

文化的な施設にやっぱり出かけたときにも、そういう施設があると大変ありがたいと思い

ますので、また順次調査を進めながら、ぜひ前向きに一日も早い設置を望むものでござい

ます。  

      では、次の質問に移らせていただきます。  

      ５歳児健診についてお伺いいたします。  

      なぜ今回この質問をさせていただいたかというと、小さなお子さんを育てているご家族

の方は、お子さんの３歳過ぎてからのすごい夜泣きとかコミュニケーションがなかなかと

れないなどで、もしかしたら発達障害なのかなといろいろの不安を抱えながら子育てをさ

れているお話を聞きました。  

      そこでお聞きしますが、当町における乳幼児健診の取り組みと発達障害児童の支援の取

り組みについてお答えをお願いいたします。  

議 長（林 喜美雄君） 子育て健康課長。 

（子育て健康課長 髙野一男君登壇）  

子育て健康課長（髙野一男君） ただいまの５歳児健診の導入でございますが、５歳児健診を行う理

由としましては、平成１７年に施行されました発達障害者支援法の中で、発達障害の早期

発見、発達障害者への早期支援が国や自治体の責務として求められるようになったことが

背景にあります。また、３歳児までの健診でわかりにくい軽度の発達上の問題や社会性の

発達における問題などが、幼稚園等の集団生活を通じて明確になりやすく、就学前に発達

障害を発見することで就学後の不適用を少なくするための支援であります。  

      一方、みなかみ町におきましては、母子保健法で定める１歳６カ月健診や３歳児健診の

ほか、２歳児健診と２歳６カ月健診を行い、乳幼児健診における早期発見の取り組みに重

点を置いております。３歳児以降についても、療育教室やコンサルテーション、発達支援

相談会など早期支援の取り組みのほか、町内のこども園や各学校の関係機関との連携を強

化し、継続的な対応を行っており、就学前だけではなく、乳幼児の時期から早期に、また

継続的にこれらの問題に対応しております。  

      この質問につきまして、５歳児健診の実施につきましては、現在の町における実施方法

でほぼ対象とされる児童が発見でき、かつ就学に向けて教育委員会、学校等と連携を図っ

ていることから、同健診が今後法定化される場合を除き、現在のところ、実施の必要性は
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ないものと考えております。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） 先ほど健康課長のほうから、この細かい答弁をいただいたんですけれども、

結論的に言いますと、法定化しない限りは今現実のこの当町の対応で大丈夫との答弁とい

うことで受けとめさせていただきました。  

      それで、逆に言いますと、そこまできちんとした整備を持ってされているのであるので

あれば、かえって逆に５歳児健診というような内容で整備をしていってもいいんではない

かというようなことを思うんですけれども、その辺についてはどうでしょうか。  

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） ただいまご指摘いただいた、お母さん、こういう心配されていますよと、そ

ういう事例もあるんだと思いますけれども、先ほど課長がいろいろ答えましたけれども、

私はポイントはもう５歳児になると、今、こども園にほぼ行っていらっしゃる。それ以前

に障害がわかって別の対応されていることは別ですけれども、その話はまた全く別の話で、

これからちょっと展開しなければいかんというふうに思っていますけれども。  

      こども園にいて関係機関、まさにこども園でそれなりの対応をしていただいている。あ

るいは、その情報は全部こども園を通じて町にも来ている。そこから先、小学校へ行くと

きどうするかという話は、もう事前にご相談をしているという状況にあるんだろうという

ふうに思っています。  

      そして、５歳児健診というご指摘がありました。今さっき課長が答えましたように、ゼ

ロ歳児のときの健診から始まって１歳半のとき、３歳ということで役場の保健師、あるい

は協力いただいている医療機関等々とも、ここのところで相当手がいっぱいになっている

ということであって、５歳健診については、さっき申し上げたようなことで、今早急に始

める必要はないんではないかというのが、課長から答えた認識ですし、当然のことながら、

担当課長、担当課の認識と私の認識も同じでございます。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） 町長からもお答えしていただきましたけれども、本当にその就学時前に５

歳で、何というんですか、健診を受けるということは実際にやっぱり発達障害が見つかっ

た場合、親御さん的にはかなりのショックを受けると思うんですね。ですから、子供さん

のケアも大事かもしれませんけれども、やはり本当に親御さんのショックというか、親御

さんがそれをどうやっぱり受けとめて、この前、実は桐生のほうにちょっと発達障害の講

演を聞く機会があったんですけれども、その講演では本当に発達障害というのは個性なん

だということでお話があって、やっぱり発達障害を障害として受けとめるんじゃなくて、

個性として周りの人がケアをして伸ばす、また理解をいただいていくという、そういう中

で、それぞれさまざまな障害をお持ちの子供が、やっぱり自分の個性を輝かせて生きてい

ける世の中ができるんだという内容だったんですけれども、それは本当にやっぱり大切な

視点で、その５歳児健診のときに親御さんがどういう受けとめ方ができるかという、そこ
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のところにどういうケアをするかというのが、すごいやっぱり大切だなと思います。私自

身も、自分の経験でちょっと５歳前後、すごいちょっとつらい経験したことを持っている

ので、やっぱり今でも母親のショックの後ろ姿というのは、今もちょっとまぶたに焼きつ

いているという感じがあるんですけれども、やはりそこのところで健診を、そこの移行期

間のところを余裕を持ってしていただけるというのは、非常に重要なところだと思います。  

      そういった部分で今すごい町としても、お力を入れていただいて、その５歳児健診とい

うところで尽力してくださっているわけですが、そういった上でやっぱり親御さんに対す

る、そういう啓発の場所とか、そういったところの体制はどうなっていますでしょうか。  

議 長（林 喜美雄君） 子育て健康課長。 

（子育て健康課長 髙野一男君登壇）  

子育て健康課長（髙野一男君） ただいまの問題なんですけれども、私どもの課では、５歳児で発見

されたのでは遅いという部分で考えております。ですから、先ほども述べたと思うんです

が、他町村とは違うところは、２歳児健診、２歳６カ月健診を導入しております。ここで

述べたものについて、普通は１歳６カ月、３歳児健診、それと５歳児健診ということにな

るんですが、大都市においては、１歳６カ月、３歳児健診では全部を網羅できなくて、仕

方なく５歳健診をしている部分が大きいと思われます。  

      ただうちのほうの保健師につきましては、５歳になってから支援をしたんではもう遅い

んですと。それと、もう一つ、うちのこれは利点といっていいかどうかわからないんです

けれども、生まれた子供が大体１００名を切っています。その中で、大体の人間を網羅し

ていると。保健師、今臨時さん含めて７人いるんですが、全員がその子たちをわかってい

る。ですから、支援がしっかりできる。それだけれども、早く見つけたほうがいい中で、

こういうシステムをとっているので、５歳児は今のところ必要ないという見解であります。  

      以上です。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） 今、課長のほうからお答えいただきましたけれども、もうそういう１歳６

カ月からということで早い段階から取り組んでくださっているということなので、その辺

のことは保護者の方にもしっかりとやっぱり何というんですかね、ちゃんと周知徹底をし

ていただくよう、またお願いして、ぜひみなかみ子育て、こうやって頑張っているよとい

うことをもっともっと広く町民の方にアピールしていただきたいと思うんですけれども、

その辺はいかがでしょうか。  

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 今のご指摘、そのとおりだと思います。努めていきたいと思っています。  

      そして、今のご質問のついでということで大変失礼なんですけれども、幼児の時期にお

ける発達障害、これをわかったときに、いわゆるどう言えばいいんですかね、言葉がまだ

よくわかっていないんですけれども。特別支援学級的な特別支援保育、これが欲しいとい

うお話でありまして、みなかみ町の規模としてそれを設置すべきかどうかという判断は悩

んでおりますけれども、やはりそういう形での支援、これも必要なんだろうなというふう
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に思っています。  

      新年度に向けてどういう形に整備してお願いするかわかりませんけれども、当然必要な

対象者の数は少ないんですけれども、それを町で対応していくという方向でいきたいなと

思っています。新年度予算のご審議のときに議会のご意見をいただく、あるいはそれ以前

にもご意見いただくということもありますけれども、ぜひ議場にいらっしゃる議員さん方

にその辺の検討を始めているということをご理解賜りたくて、今の質問にあわせて発言さ

せていただきました。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） その講演の中でも、その先生がおっしゃっていたんですけれども、本当に

子育てというのは宝探しだし、人生は宝探しとの言葉がとても心に残ったんですけれども、

我が町のそういうお子さんとお母さんが本当にいい方向に伸ばしていけるような、そうい

うスタートを切れる環境を整えるということが大事だと思いますので、先ほど町長から答

弁いただいたように、その辺に関しては本当に積極的に取り組んでいくことに期待をさせ

ていただいています。 

      それじゃ、次の質問に移らせていただきます。 

      高齢者の運転免許証の返納について質問をさせていただきます。 

      ここ２カ月間の新聞紙上に高速道路逆走、最多２５９件、児童の登校の列に車、８７歳

逮捕へ、夫の見舞い、８３歳暴走事故ととても人ごととは捉えられない高齢者ドライバー

の事故が相次いで起きています。 

      警視庁のまとめでは、死亡事故のうち、７５歳以上の運転者が起こした事故の割合は

年々高まっており、２００４年の６.２％から昨年は２倍以上の１２.８％に達していると

のことです。ちなみに、当町の高齢者を取り巻く環境を沼田警察で調べたところ、当町の

高齢者ドライバーが起こした事故ですが、ことし１月１日から１０月３１日まで現在で、

人身事故１６件、物件事故が６６件です。これを総件数からの割合で見ますと、人身６０

件で、高齢者が起こした方の割合というのが２６.７％、物件が総件数で３０５件で、高

齢者の方が起こしたのが２１.６％になります。 

      このような状況の中で、新聞にも取り上げられていましたが、群馬県で運転免許証高齢

者返納者数というのは、最多の３,４０４人とありました。県警によりますと、高齢者の

返納制度が導入された１９９８年は１６人、２００９年には初めて１,０００人を超え、

２０１４年には２,４８６人と右肩上がりで返納が続いているというのが状況でございま

す。 

      本県の運転免許証の保有率を見ると７０.６２％ということで、これは都道府県別では

全国トップということです。免許を持っている人の４人に１人が高齢者ということで、で

は、じゃうちの我が町の免許証の保有率も調べてみたんですけれども、これやっぱり１０

月３１日現在で、高齢者ということじゃなくて町全体で免許をお持ちの方が１万４,０４

１人いらっしゃるそうです。そのうち６５歳以上で５歳刻みの年齢別で人数を見ていきま

すと、まず６５歳から６９歳までが１,７７２人で、７０歳から７４歳までが１,０１１人、
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７５歳から７９歳までが７６４人、８０歳から８４歳までが４７７人、８５歳から８９歳

までが２２４人、９０歳から９４歳までが２９人、９５歳以上は５人ということになって

います。トータルしますと、４,２８２人の方が６５歳以上で免許をお持ちということで、

よく町長がおっしゃる超々高齢化とか超高齢の部分で見ますと、１.４９９人ぐらいが対

象となると思います。 

      このように、免許の保有者の３０.５％に当たるわけですけれども、ちなみに県のほう

を見ると２５.３％、沼田市では２８.１％と、県や沼田市と比べても、我が町の免許保有

率は高くなっています。そして、当町の免許証の返納者数なんですけれども、これも調べ

ていただいたんですけれども、６５歳以上で現時点２１人となっているそうです。これも、

５歳刻みで見ますと、６５歳から６９歳が１人、７０から７４歳が４人、７５歳から７９

歳が７人、８０歳から８４歳が３人、８５歳から８９歳までが５人、９０から９４歳まで

が１人、９５歳以上がゼロということなんですけれども、こういった状況に対して本当に

自家用車が欠かせないと、返納したら生活に支障が出てしまうというようなことで消極的

な意見もやっぱり根強いと思います。 

      免許証返納の生活を支えようということで、新聞にも出ていましたけれども、他市町村

は免許証のかわりに身分証明書として利用できる運転経歴証明書の交付手数料を全額負担

したりとか、あと前橋、高崎両市は返納すればバスやタクシーの利用券を交付する制度が

あります。このような状況を踏まえて、当町ではどのような対策をお考えでしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 一番最初のお話です。高齢者の事故がふえている、これ本当でしょうか。今、

議員もおっしゃったように、８７歳の認知症の方が小学生の列に突っ込んだというのをき

っかけにして、８３歳で介護に疲れている方が事故を起こしたと。そういう事故というの

は、過去はなかったんでしょうか。１つの事例が出て、それに従って周辺の隣の新聞社が

うちも特ダネ探すぞということでやったやつがぼんぼんと出て、それが皆さんが、高齢者

が事故がふえていると言っているんではないかという気がしてしようがないわけです。だ

けれども、高齢者の事故がふえている。これは事実だと思っています。  

      これについては、総合戦略の数字でちゃんとお示ししていますけれども、１９８０年と

比べれば、みなかみの高齢者比率、これは６５歳になりますが、１１ .５だったわけです

よね。それが昨年で３６ .２％の高齢者比率になっています。もうちょっとわかりやすい

数字でいうと、全国で２００５年が２２０万人ほど７５歳以上だと。現在というか２０１

５年では４５０万人の７５歳以上の方がいらっしゃる。ここの倍率だけで２倍に行ってい

るわけですよね。  

      したがって、先ほどの高齢者の事故という話、ちょっといろいろな数字があったのでご

めんなさい。みなかみで３６％、高齢者の事故がある。この高齢者というのは６５歳で切

っているんだと思いますけれども、それでいうと、今の高齢者比率３６％、これとピッタ

リくるわけですね。だから、若い人が事故を起こす可能性も、高齢者が事故を起こす可能

性も似たようなもんだと言えば言えると思います。とは言いながら、いろいろな要件があ

るので、確かに免許のほうも７５歳以上の書きかえにおいては、いろいろなチェックが入
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るようになりました。そのチェックのときに認知症のおそれがあるとか、もう一回検査し

たほうがいいですよ、大丈夫ですよと３区分になると。そして、実際に事故を起こしてい

る人を見ると、認知症のおそれがあったというような人がかなり多いんだといったような

ことは事実です。その辺をどういうふうにやっていくかということについては、非常に大

切なことだろうと思っています。  

      そして、今のご質問のポイントのところですけれども、みなかみ町で２１人の方が免許

を返されている。ただし、おっしゃっているように、その層で４ ,２８２人の方が免許を

持っていらっしゃる。さっき国のほうでいうのを忘れました。全体でいうと１２万人から

１３万人ぐらいの方が返している。７５歳以上の約３％だという数字が全国的にあるとい

うふうには聞いています。それから見ても、これでいうと２％ぐらいですね。  

      つまり、何かというと、もうはっきり申し上げて、団塊の世代以上の方々で若いころ初

めて車が持てたという層というのは車持ち続けていたわけです。それで、東京の郊外に住

んでいる、住宅地に住んでいる。当然その年齢層の方々が密集している地域というのはあ

ります。これを狙って、今はＣＣＲＣ、何とかみなかみ町に住むのはどうですかみたいな

計画は一方で動いていますけれども。そういう地域において、車を持たないという人はど

んどんふえています。それはなぜか、歩いて１０分で駅で電車に乗れるんだというような

ことがあって、そこの部分で免許の返納というのは生じているんだろうと思います。しか

し、それを合わせても、さっき言った全国で十数万人という数字になっています。  

      みなかみ町で、あえて言わせていただきます。免許の返納が可能だと、３世代一緒に住

んでいます。おじいちゃん、そろそろ免許返したらどう、日中、私が全部送ってあげるか

ら。あるいは孫の送り迎えで俺がやっていたんだけれども、孫も就職したし、もういいか、

返すか。自分が行くときには妻が乗せてってくれるみたいな話です。何が言いたいかとい

うと、最も恵まれている環境にある人が返納ができる。もちろん認知症がひどくて、おじ

いちゃん、どうしてもやめてくださいというのは、これ入っていると思います。だけれど

も、それは自主的な免許の返納とは違うんだと思っています。つまり、町で最も恵まれた

条件にある人に対して何からの支援をしようと。しかも、率でいうと非常に少数の方だと

いうことについては、全体を見る中で支援政策は非常に打ちにくいという事象だというふ

うに、私は認識しています。  

      もちろん、いろいろなところでやっているという事例はあります。これは、あえて言わ

せていただくと、群馬県内でも都市部であって、相当程度の人がバス、電車、その他の公

共交通機関を使える。あるいは、スーパーマーケット等が歩いて行けるの距離にあるとい

う恵まれた条件だというふうに思います。  

      したがって、そこでやっている程度のことはやっていいんじゃないかということは、次

の施策としてあると思いますけれども、みなかみ町が積極的に取り組む施策ではないと、

高齢者で免許を返納したという方に厚い支援をやるべきだという行政環境にはないという

のが、私の認識です。  

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  
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１ 番（髙橋久美子君） さまざまな観点から、先ほど町長にはお答えいただいたんですけれども、

ただこの高齢者の事故、年代別に、特に高齢者に限ったことではないよって、そういうふ

うに町長はおっしゃっているというように、私は今受けとめさせていただいたんですけれ

ども。それはともかくそうかもしれないんですけれども、ただやはり今、みなかみ町の現

状として、そういった状況にあったとしても、乗らなければ生活ができないという、そう

いう現実が今やっぱり横たわっているんだと思うんですね。そこのところを考えずにして、

高齢者のそういう新聞社のとり方は間違っているみたいな、そういう捉え方はどうなのか

なというのをちょっと今感じたんですけれども。町長はその点は重々承知の上でおっしゃ

っていただいているんだとは思うんですけれども。  

      そういうところで、隣町のお話になりますけれども、中之条とか高山も、そういう運転

免許証をお返しになった人には、経歴証明書ですか、それに対する助成負担の無料化、そ

れからまた中之条町では１回限りですけれども、１万円の金券というか、町で使用できる

商品券ですね、それを配布したりとか。高山ではバス券３万円相当か、助成金３万円程度、

どちらかの選択でということで政策をとっていらっしゃるようです。そういうことからし

て、特にやっぱり先ほどの数字からもわかるように、免許保有率が高いうちの町として、

そのようなところのこともケアとして、まずは交通手段が今確保できないという、この町

の現状から、１つの取り組みの方向性としてそういうことの制度を導入していくというこ

とも大事ではないでしょうか。  

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） いろいろ申しましたけれども、高齢者が気をつけないと事故が起きるよと、

この可能性が高いだろうということは否定しません。ただ若いころよりもいろいろな反応

が遅くなるとか、それは自分でも如実に感じますし、なるべくバックしないようにしよう

なんて自分でも思っていますから、それは当然あると思います。そのことと免許の保有率

が高い。つまり、車を運転しなければ生活できていかないと、こういう環境にあるという

ことは、率直に認めているところです。 

      車がなくてもいい社会をつくろうじゃないかと、この間もいろいろご指摘いただいてい

ます。例えば、バスの敬老パスだったやつを全町民に対して割安のパスで利用してもらっ

てバス路線を残したいとか、それはそれとしていろいろな施策を打ってまいりました。つ

まり、今の事例に挙がったのはいろいろなところでやっている事例で知っています。 

      じゃさっき言ったように、全部家族が面倒見ますとか、誰かが面倒見られない人に１回

こっきり、１年間こっきりバスの割り引き出すから免許返しなさいよと、それは言えない

と言っているわけです。つまり、高齢者になればなるほど事故を起こす可能性が高くなる

だろうと。そのことは認識してもらいながらも、気をつけて運転するしかやりようがない

という方がたくさんいらっしゃるということを申し上げているだけです。 

      したがって、形だけでも、よその町村がやっているのに、みなかみがやっていないのは

みっともないと。やれとおっしゃれば、それは議会の総意ですから。町民の中のごく恵ま

れた人に対する特別な支援になろうが、そういう免許を返した人に対して支援をしている

んだという実績ができますので、そのことについて議会の総意があれば、私は何も抵抗は
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しません。 

      何を言ったかというと、みなかみ町の環境の中で優先的に展開すべき施策だというふう

には思えないので、今のところ何もやっていませんというお答えをしたところでございま

す。 

      年寄りになれば事故が多いだろうと、このことを否定しているわけではありません。今

のを余りトピック的に流されるのはいかがなものかということを最初にあえて、失礼なが

ら申し上げさせていただいたということで、高齢者になれば事故がふえるだろうというこ

とはあると思います。数字から言うと、さっきちょっとチェックしたように、高齢者のパ

ーセンテージからいって事故のパーセンテージ、余りふえていないよね。これは高齢者に

なればなるほど、どうしても必要な場合以外は運転しなくなるとか、運転距離が短くなる

とか、そんなこともあるんだろうと。一筋縄で分析はできないなと思っていますけれども。

高齢者になればなるほど事故を起こしやすくなるということは確かですし、理想的には危

ない人は、車を運転しない。つまり、免許を返していただくということだと思いますけれ

ども。みなかみ町の環境の中でいうと、特定の人以外については、高齢者であっても運転

せざるを得ないということがあるんだと思います。今いろいろ申し上げました。 

      髙橋議員の認識とそんなには違っていないと思いますし、分析はいろいろな要因で分析

できます。そして、施策としてあってもいいんではないかというご指摘というのは、そう

いう視点から言えば、施策としてあってもいいということもあり得ると思います。それは、

今の私の見解と議員の見解は違うということで、それのすり合わせというのは議会の総意

でやっていただければありがたいと思っております。 

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） 先ほど町長からお答えいただきましたけれども、本当にやっぱり今大事な

ことは、そういう何というんですか、今、まずうちの町でできることからやっぱり環境を

整えていくということが大事なのかなと思いまして、そういう視点から質問をさせていた

だいたわけです。やっぱりいろいろのそういう、まずできることから環境を整えていくと

いうことが、やはり高齢者の免許の返納にもつながっていく一つにもなるんじゃないかと

いう視点から質問させていただいたんですけれども。町長のほうからいうと、それよりも

まず、ちょっと極端な言い方をすると、交通弱者のほうの、要するに高齢者の人も、先ほ

どからも何度も言っているように、２０２０年、人口予測でいくと当町の高齢化率という

のは４０％になるわけですよね。そうすると、はっきり申しまして、自主返納云々という

ことよりも、もう本当にこの４０％という町全体の高齢者の問題の交通手段をどうするか

ということのほうが、優先順位が高いよということを町長はいみじくもおっしゃっていた

だいたと思うんです。だから、その点のところが一番はっきり言って大事かなというのは、

私も思います。 

      そういう意味で、本当に事故がやっぱり起こってからでは、今うちの町ではそういう高

齢者の方が起こした大きな事故というのは、本当に幸いにもないのでありがたいんですけ

れども、本当に起こしてしまった場合、やっぱりそういう安心して免許証を返納できるよ
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うな状況をつくるためにも、いろいろやっぱり今後交通手段をどう確保するかというのが

重要だと思うんですけれども、その辺についてのご見解をお聞かせください。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） さきの数字ですけれども、返納できている人が４,０００人のうちの二十何

人ということで、つまり２％の方が返していると。９８％の人は返せないのか返していな

いのかは別にして、どんな施策を打つか知りませんけれども、こういうことで支援します

よと言ったときに、１％ふえるんだろうか、２％ふえるんだろうかということをこの間言

ってきただけです。つまり、２％の人に対しての特別の支援をやったほうがいいか、それ

を４％にするために何かやったほうがいいかということを申し上げさせていただいただけ

で。 

      その後のこれからの高齢化率が４０％になったときにどういう対策するかと、これは総

合戦略の中で分析はしましたけれども、答えは書けていません。全国的に言うと、採用し

ている案としてはスマートシティ、ともかく真ん中に集めておいて、そこのところにサー

ビス集中させるという手段がありますけれども、これはある特定の市ではそういう施策を

とり始めています。みなかみ町では、それは採用できないというふうに思っています。明

確に採用できないと思っています。実態的にそういう方向に徐々に動くということはある

かもしれませんけれども、その施策をみなかみ町が打った途端、みなかみ町要らないよと、

全員前橋に住めと、県の行政懇談会で、そんなことは絶対みなかみとしては困ると言って

きたようなことが起きてしまいます。同じ論理を町内で展開できません。したがって、住

みなれたところに住み続けていただく。それに対してどういう支援ができるかということ

を幅広く考えていくということにしかないと思っています。 

      ４０％、そしてさらに高齢化率が上がっていくということはわかっていますけれども、

それについて明確にこういう対応をするから町は大丈夫だと、自信を持って言えるほどの

分析はまだできていませんし、施策もありません。 

      したがって、今までやってきたことを少しずつ拡充させていくということしかないかな

と思っています。その少しずつ拡充するという中で、今のご提案のものが若干なりとも貢

献するというふうに考えられれば、そういう方向もありかなと思っています。 

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） すみません。ちょっと時間もないので先に進めさせていただきますが、そ

ういったことで、平成２６年１２月にもスクールバスの運用や下仁田町の事例などを含め

て勉強する必要性はあろうかということで、町長がお答えいただいたんですけれども、先

ほどの中でそういういろいろ分析はできておりませんということなので答えをいただいた

ので、それ以降余り進んでいないということで受けとめさせていただきました。 

      昨年の５月、前橋市の職員の方に、前橋市における公共交通のことを勉強しに行かせて

いただいたんですけれども、前橋市としては、もう平成２３年８月に前橋市公共交通マス

タープランというのを策定して、１０年後を見据えて今移動困難者対策ということで、社

会実験実証を進めているんだというお話を聞きました。この中でも、いろいろ決定打はな
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くて、いろいろ課題も出てきてはいるということなんです。だけど、しっかりと１０年後

を見据えての挑戦というのは価値があることだと思うんです。 

      それで、よく町民の方に行った先、行った先で言われるんですけれども、うちの町には

そういう交通弱者に対する町のビジョンというのがないのがとても不安なんだって、その

ことをおっしゃられるんです。それで、交通というのは、人間でいえば血液で、その血液

が回らなければ梗塞を起こしてしまうわけですよね。そうなりますと、本当に確かに今い

ろいろな施策で町が大変なのはわかるんですけれども、今この町の町民の足というのは、

やっぱり基本中の基本の施策だと思うんですよ。それを今いろいろ立ち上げようとしてい

る施策、たくさん今ありますけれども、そちらのほうにもやっぱり影響が出てくるのでは

ないのかなというふうに思ったりしています。 

      そこで提案なんですが、仮にですが、鬼頭副町長中心にでもなっていただいて、みなか

みハッピー交通プロジェクトみたいなのをつくっていただいて、構成員は住民の方、あと

はまた交通の専門の方、あと町当局の方や議員などで組織して、本当にこの我が町のおら

が地域の交通に着手いただけるような施策を一歩踏み出すような、そういう場というか、

そういうものをぜひ町長リーダーシップのもとに施策をしていただきたいし、総合計画が

来年で終わると思うんですけれども、次のみなかみ総合計画の中にもしっかりその辺を入

れていただきたいと思うんですけれども、その辺のところについてはどうでしょうか。 

議 長（林 喜美雄君） 町長。 

町 長（岸 良昌君） 最後の答えについては、そういう組織をつくって検討するということは可能

なことですし、有意義なことだと思っています。 

      今の前段のスクールバスの活用については、スクールバスの運行自体にいろいろな問題

があって、つまり町内のスクールバスの運行距離は相当長いといったようなことがあって、

これはまたそっちのほうの問題があるということで、そこの一般利用者の利用というのは

難しいなという結論を出したところです。 

      そして、前橋の事例がありました。前橋はぐるりん、名前が違ったかな。いろいろやっ

ています。つまり、ある程度の人口密度のあるところで、住居密度のあるところで巡回す

ることによって利用していただくということはあるんだと思っています。この間も言って

まいりましたけれども、みなかみ町は珍しいことに経営ベースで２路線、民間バスが動い

ているという、県下でも非常に特別なところです。これは何かというと、天神平に行くに

ついても、ほかの方向に行くについても、観光客が５０％ぐらい乗っている。観光客が路

線バスを維持してくれていると、これを減らすわけにいかないということで、もう３年前

になりますでしょうか、バスカード、これをつくって何とか町の人にもバスを利用してい

ただいてバス路線を維持させようと。これが一番大きなことだったと思います。 

      そして、そこから先、２次交通の話、この間非常に強く議論されているのは、観光振興

の中でです。上毛高原まで来て、あるいは水上駅まで来て、そこからどうやって行くんだ

という議論があって、この２次交通の充実、もっとわかりやすく言うと、バス、あるいは

その他のマイクロバスになるかもしれません。そういう話です。 

      これについては、検討課題ということで、観光の視点からも強く言われておりますので、
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それと連動しながら町全体としての公共交通どうするんだと。これについては、今ご指摘

を受けて、観光分野だけに任せておくんじゃなくて町全体でというご提案ですから、これ

についてはその方向で検討したいと思っています。 

議 長（林 喜美雄君） 髙橋さん。 

（１番 髙橋久美子君登壇）  

１ 番（髙橋久美子君） ただ本当にしっかり町民の足ということは、そこがきちんとやっぱり取り

組んでいくということが、本当の意味での町の活性化につながっていくということにつな

がると思います。その辺はやっぱり町長も十分承知のことでおっしゃってくださっている

と思うんですけれども、観光の方の目線というのも大事ですけれども、ここに生活する町

民の方が、本当にみなかみ町で住んでよかったと言えるような、そういう交通手段という

のは、本当にこれから高齢者社会を本格的に迎えていく中で、すぐすぐ打てる施策ではな

いので、今ここのところでやっぱりそういう形でスタートしていただかないと、ちょっと

大変な状況なのかなと思います。 

      町長のお住いの周りの方でも、本当に交通のことで不便をしている方がいらっしゃると

思うんです。やっぱりその方のお顔を浮かべていただいて、本当に町が本腰で取り組んで

いるんだよという、そういう姿を見せたときに、その人のそういう笑顔が広がっていくん

だと思うんです。それをぜひ想像してみていただいて、また今後の交通政策というところ

でしっかりと町民が安心できる、そういう対策を本当にそれぞれの役割分担をまた明確に

しながら、地域住民の方のお力もおかりしながらということで、そういう議論をしっかり

と巻き起こせるよう、町長のリーダーシップをお願いしたいと思います。 

      以上で質問を終わらせていただきます。 

議 長（林 喜美雄君） これにて、１番髙橋久美子さんの質問を終わります。 

      以上をもちまして、一般質問を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

 

休会の件 

 

議 長（林 喜美雄君） お諮りいたします。 

      明日１２月２日から１２月７日までの６日間は議案調査のため休会したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議 長（林 喜美雄君） よって、明日１２月２日から７日までの６日間は、休会とすることに決定

いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

 

散 会  

 

議 長（林 喜美雄君） 以上で本日の議事日程（第２号）に付された案件は全て終了いたしました。 
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      この後、１１時半より議会全員協議会を第２会議室において行いますので、よろしくお

願いいたします。 

      明日２日は、午前９時から総務文教常任委員会、午後１時３０分より厚生常任委員会を

行います。 

      本日はこれにて散会いたします。大変ご苦労さまでした。 

 

（１１時２８分 散会）  


